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「住民参加のまちづくりのまちづくり」
とは？

連健夫（むらじたけお）、建築家

JCAABE日本建築まちづくり適正支援機構代表理事

）

•
•

•
•
•

建築・まちづくりの法体系

地域ルール

全国ルール
・都市計画法
・建築基準法
・景観法 など

・条例
地方自治体が決める→地域の個性

法令の中での「参加」位置づけ

•

•
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•

•

•
→住民がこのプロセスにおいて
地区計画を作ることができる。

※登録まちづくりコンサルタント
が住民を支援する

街づくり条例における
住民参加のプロセスの例（港区）

①自主的な活動
②仲間づくり（登録まちづくり協議会）
③将来像を共有（まちづくりヴィジョン）
④まちのルールを作る（地区まちづくりルール）

•
•

•
•
•

•

•

•

•

•
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切文字、
外照式看板
はオシャレ

→街のルール

赤坂、街づくりの提案の実践
落書きﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

ビジョンづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
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•

•

再開発における住民参加のまちづくり

六本木周辺における再開発事業

当方の立場：登録まちづくりコンサルタント

再開発手法を用いたワークショップ
再開発手法を用いないワークショップ
の両方を実施し、それぞれの特質を理解する！ 事前復興まちづくり

事例：白金高輪
（立場：専門家、ファシリテーター）
主催：港区高輪地区総合支所
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•

•

•

•

•

•

(当方の立場：座⾧）
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•住民が街の良い点と問題点を考える

•良い点を活かし、問題点を改善する提案ができる

・それを専門家と共に実行する。

・自分の街を大切に使う気持ちが生まれる。
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•
建築家：芦原太郎、北山恒
白石第二小学校
1996年

計画案に対して、子供たちが使い方のアイデア
を出すワークショップを実施
→ユーザーと建築家の双方向のやり取り

住民参加のワークショッププロセスによる建築家設計の
市民ホールが避難所として上手く機能した。
大船渡リアスホール（2009年、設計：新居千秋）

建築設計における利用者参加の事例
（隠岐の島、海士町、農林水産物加工施設）

コンセプト
手作りと交流を楽しみ、希望が感じられる場
→人を迎え入れる建物

メンバー
（利用者）
で新しい建
物について
話し合う

夢をコラー
ジュで表現
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３つのコンセプトモデルを作り、
投票で選ぶ→投票による参加
. 

関係者に
床のタイルのデザインを考えもらい、
陶芸家に作ってもらう
→参加の機会を作る！

施工での参加

様々な役割
参加の機会

完成！

使いやすいスペース

手作り品のショーケース
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日本版CABEを考える

•

•

•
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•

•

•

•
•

•
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•

•

。

計画側がまちづくり協議会に来て建築計画についての意見交換（赤坂の事例） ３ケ月後に、協議会の要望を取り入れたデザインを説明、拍手が起こった！
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•

•
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•
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住民参加の街づくりのポイント
•
•

•

•

•

•

。

まちづくり←住民が参加、

建築設計←利用者が参加

以前は、建築設計やまちづくりは専門家だけで行っていました。

参加により、住みやすい街、使いやすい建築になる。

行政＋専門家＋住民の良い関係・仕組み作りが大切！


